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道研のアンケートの覧でいつも悩むとこ

ろがある。「今回の講座で何回目ですか。」 

２０回は超えていることは確実なんだけ

ど、さて、正確には何回だろう。という位

道研にはお世話になっている。さらに理科

センターも一緒になったこともあり、それ

もいれると 30 回近いのではないかと思う。 

道研と私ということで、少し振り返って

みたいと思う。最初に道研にお世話になっ

たのは、桜丘小学校時代（Ｓ６１～Ｈ２）

だったと思う。当時公開研究会を開催する

ということで、全職員で夏休みに出かけ、

ミニ講習会を受けた記憶がある。また、こ

の時代には宮ノ森の理科センターに何回か

行った記憶がある。その後も数回、理セン

に出かけたが、どれ一つ外れと思うような

講座はなかった。 

その後は、どっぷり情報教育に関わる講

座につかってしまう。恵山町立東光中学校

時代（Ｈ３～Ｈ１０）である。その最初は

小笠原先生との出会いであった。当時は、

情報教育指導者養成講座という名称であっ

たと思う。学習指導要領が改訂され、中学

校に選択教科として情報基礎が掲げられた。

時代で中学校では、急ピッチでコンピュー

タの導入が進んだ。 

講座は、ＦＣＡＩが中心であった。クリッ

クすると他のページにジャンプするような

今で言うＨＴＭＬ（ホームページの言語）

のようなものであった。ある程度プログラ

ミングの知識があった私は、裏のタグで細

かい設定などもいくらか覚え、プログラム

には自信をつけてきた。しかしながら、今

思うと、いくら道研で一週間びっちりやっ

ても、一般人が自分で教材を組めるように

なるものとはほど遠いものであったと感じ

る。そのＦＣＡＩを使って、平成５年には

渡島進路指導研究会の大会授業者としてＦ

ＣＡＩを使った函館近郊の高等学校の紹介

ソフトウェアを活用し、授業を行った。 

 時代は、小笠原先生から石谷先生に代わ

り、ＷＩＮＤＯＷＳを中心としたアプリケ

ーションを使った授業のあり方の研究に移

っていった。この頃は、毎年といっていい

程、情報教育の講座に出席していた。そう

いう何年間かを通して、全道の第一線で活

躍している方々とはだいたい人のネットワ

ークを作ることが出来てきた。 

 七飯町立藤城小学校（Ｈ１１～Ｈ１９）

は尾崎先生との出会いの時代であった。道

研の研修主事としてお勤めになり、情報教



育に関わるすばらしい指導者として、私た

ちのめんどうをみていただいた。中でもデ

ジタルコンテンツ作成検討委員会では、私

もその委員の一人となり、動画を盛り込ん

だＨＴＭＬファイル形式の「電気自動車」

という理科のコンテンツを作成し、検証授

業を行うことができた。また、尾崎先生が

いる間には、夏・冬には必ず、道内の第一

線のメンバーが道研に集い、自主研修を行

い、ハードウェア、ソフトウェアそして、

情報教育とは何かということを語り合った

時代であった。この時に宿泊棟にもＬＡＮ

が引かれた。 

 道研の普通講座の方も、奥崎先生、仁藤

先生の時代となった。この頃は、学校にも

パソコンがあたり前のように導入されたが、

教員によって使う、使わない、使える、使

えないなどの機器に対する考え方やスキル

差があり、悩みを交換し合った。 

 この数年では、ＶＢＡの講座に何回か参

加させていただいた。エクセルは関数を駆

使することにより、校務の情報化に大きく

寄与させることができる。合計や平均は多

くの方が基本中の基本関数として使うこと

ができるが、思ったように使いこなすとい

うのは、それぞれがかなり勉強をしなけれ

ばならない。私は東光中学校の時代に、こ

の表計算の便利さに、目覚め、定期テスト

の教科ごとの集計をコンピュータ化するな

どの取り組みをしてきた。最初はコンピュ

ータを使うことでの反発もあったが、一度

使ってみると、その反対は皆無になった。

エクセルのスキルは、それなりのものを持

っていると思っていたが、初めてのＶＢＡ

ではかなり苦労した。エクセル関数の知識

を持っていることが返って「こんなの関数

でやればできるっしょ。」という思いになっ

てしまうのである。でも、データを目的の

シートに振り分けたり、シートからデータ

を集めたり、自動で問題を作成したりとい

うことは、関数だけでは、出来得ない。Ｖ

ＢＡの講座の一回めは、挫折であった。そ

の昔はプログラマーだったので、雰囲気は

周りの受講者以上は感じ取ることができた

と思う。でも自分で、プログラムを組むま

でにはいたらなかった。２回目の受講で、

何とか、基本的な計算、くり返しと分岐、

条件文、シートやセルの操作をマスターし

た。道研が終わって、札幌でＶＢＡに関す

る書籍を数冊買い求め、自分で徹底して勉

強した。まだ、人に教える域には達してい

ないが、何とか自分で思うようなプログラ

ムを組めるようになってきた。 

 私にとって、道研とは何か。２つのこと

をあげたい。一つは人のネットワークであ

る。これまでかなりの数の受講者の先生方

や道研、情報処理センターの先生方と出会

った。北海道情報教育連絡会（以後発展的

に解散）を立ち上げに携わった時も、道研

での出会いがどれだけ役だったかわからな

い。もう一つは、スキルアップである。私

はいつの間にか年齢も 50 台を迎えるに至

ってしまった。大学時代にコンピュータを



覚え、学校にコンピュータのコの字もない

時代から、情報教育に携わり、その推進に

努めてきた第一線の実践家であると思って

いる。これからも、自分自身のスキルアッ

プ、特に専門のエクセル、ホームページ、

ネットワーク構築などに磨きをかけていく

と共に、檜山や渡島、そして全道の教育の

情報化の一翼になれるようにがんばってい

きたい。また、児童生徒の情報活用能力の

育成のため、情報教育のあり方についても

研究を進めていきたい。 

 このように道研は、私の研修歴そのもの

であり、毎回毎回、道研の前に立ち、襟を

正しながら、研修を進めてきた。今後何回

行けるかわからないが、これからも道研人

生を歩んでいきたい。

 


